
COTOHA APIサービスにおける
Apigee 活用事例



自己紹介

2019 年に NTT コミュニケーションズ入社。

COTOHA API の新規 API 開発業務や API 基盤の運用業務に従事。

Apigee 関連の開発をリード。

最近の趣味はサイクリングですNTT コミュニケーションズ株式会社

金山 誉大

https://www.giant.co.jp/giant22/bike_datail.php?p_id=00000030
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COTOHA API について
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コミュニケーションAI 「COTOHA® 」とは

「COTOHA®」は、「コミュニケーション AI」
サービス群です。

私たちは、言語、音声、行動、ビジュアル、感情、思考

といったあらゆるコミュニケーションにおいて、人と人、

人とモノをつなぎ、人に幸せを与える AI を「コミュニ

ケーションAI」と定義しています。

特に主要なコミュニケーションのひとつである「日本語」

については、40 年以上にわたり研究を行っています。
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COTOHA サービスラインナップ

COTOHA では、API 系、Platform、テキスト系、音声系、画像系の、

5 カテゴリ 10 の AI サービスを提供しています。



COTOHA API 概要

NTT グループの 40 年以上にわたる研究成果である日本語辞書・自然言語機能と、

COTOHA サービスの提供を通じて独自開発した機能をベースとした

「テキスト解析」「対話」「音声対話」などに活用できる自然言語処理・音声処理の API をラ

インナップしています。



COTOHA API ラインナップ

COTOHA API では現在 15 種類の API  をラインナップしています。

API 名 概要

構文解析 日本語テキストの構造と意味を解析します。

固有表現抽出 人名や地名などの固有表現を抽出します。

固有名詞(企業名)補正
テキストから固有名詞(企業名)を抽出・正規化しま
す。

照応解析
「あれ」「彼/彼女」「同〇〇」「その〇〇」等の指示語
を検知し、指し示す対象を特定します。

キーワード抽出 文章からキーワードを抽出します。

類似度算出 2 つの文章の類似性を数値化し出力します。

文タイプ判定
挨拶や同意・約束などの発話行為タイプを判定しま
す。同時に 叙述文 / 命令文 / 質問文などの文タイプ
を出力します。

ユーザー属性推定 (β) 文章からユーザの年代・職業などの属性を推定しま
す。

API 名 概要

言い淀み除去 (β) ユーザからの音声入力時に含まれる言い淀みを除去しま
す。

音声認識誤り検知 (β) 音声認識処理後のテキストに対して、認識ミスの恐れがあ
る単語を検知・抽出します。

感情分析
文章作成時の書き手の感情をポジティブまたはネガティブ
で判定し、文章に含まれる「喜ぶ」・「驚く」といった特定の感
情も認識します。

音声認識 ユーザからの音声入力をテキスト化します。

音声合成 テキストから音声を人工的に生成します。

要約 日本語・英語で記述された文章を要約します。

テキスト分類 テキストを予め学習したクラスに分類します。



COTOHA API のデモ (感情分析)

https://docs.google.com/file/d/1iPhPxiq_drFYRflM4dOLIky6tX79yLwV/preview


COTOHA API のデモ (要約)

https://docs.google.com/file/d/1jb6RzQNAKut44Ogqq9qbeLvP_IPrJwKD/preview


COTOHA API の
リクエスト状況

● 年間 1 億リクエスト

● レスポンスタイム は 0.02~0.2s 程度

● リクエストは日中に集中し、多い時と少ない時でムラがある

● リクエスト量に合わせてスケールできるインフラが必要になる



COTOHA API の構成
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COTOHA API の構成図
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COTOHA API を支える
Google Cloudの技術
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App Engine

● ウェブ アプリケーションのための

サーバレス プラットフォーム

● Python や Java など複数言語に対応

● トラフィック分割や移行に対応

● COTOHA API ポータルサイトに利用
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Pub/Sub

● イベントの取り込みと配信のための

メッセージング サービス

● 高可用性

● 低コスト

● 非同期処理

● Apigee からコール数情報を受け取り、

Cloud Functions と連携している
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Cloud Functions

● クラウド イベントに応答する関数を

作成するためのプラットフォーム

● シンプルな処理に向いている

● コール数情報から料金を計算

● 計算した情報を Datastore に格納
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Datastore

● スケーラブルなサーバーレスの

ドキュメント データベース

● シンプルで使いやすいクエリ

● フルマネージド

● ユーザーごとの毎月の料金、

コール数情報を格納

● ポータルサイトに表示する

料金情報はここから取得
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Kubernetes Engine

● コンテナ化アプリを運用するための

マネージド環境

● スケーラビリティ

● サービスの容易なアップデート

● 解析を行うバックエンドに使用
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Memorystore

● インメモリ データベース

● 高速なデータへのアクセス

● ユーザー定義の辞書情報の読み書き



COTOHA API における
Apigee の役割と機能
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Apigee の利点

● COTOHA での利用実績あり

● GCP との密な連携が可能

● GUI でのわかりやすいプロキシの実装

● リクエスト内容の検証と制御が容易

● Revision の管理が可能

● ダウンタイムなしでのデプロイ

● API 経由で効率のよい操作が可能



COTOHA API における Apigee の役割

● リクエストパスに応じた振り分け

● ユーザー判別と API のリクエスト許可

● 攻撃からの保護

● エラーの分析

● レスポンスの整形

● 料金計算用データの出力



リクエストパスに応じた振り分け

● リクエストパスに応じて適切な

ターゲット エンドポイントにリクエストを流す

● リクエストパスが /parse であれば構文解析クラスタ

に、/ne であれば固有表現抽出クラスタにリクエスト

が流れる

API Gateway
Apigee

構文解析クラスタ

Google Kubernetes
Engine

固有表現抽出クラスタ

Google Kubernetes
Engine

分類クラスタ

Google Kubernetes
Engine

API Gateway
Apigee

/parse

/ne

/classify

…



ユーザー判別と API のリクエスト許可

● OAuth による認証

○ ユーザー情報を元にアクセストークンを返す

○ COTOHA API では各 API リクエスト時に、

このアクセストークンを付与する必要がある

● Apps によるAPIごとの認可

○ Apps によってアクセスできる API を
コントロールする

○ COTOHA API では有償契約ユーザーには

専用の Apps を付与することで、

全ての API にアクセスできるようにしている



攻撃からの保護

● Apigee で用意されているポリシーを使うことで容易に実装

● SpikeArrest による頻繁なリクエストのブロック

● Quota による大量リクエスト制限

● JSON Threat Protection による悪意あるリクエストのブロック



エラー分析

● Trace
○ リクエストを可視化し、エラー状況や

レスポンス タイムを確認できる 
○ policy でエラーが発生した際には、

エラー内容も確認できる

○ 開発時のデバッグや、エラー調査に使用



レスポンス処理

● エラーメッセージの整形

○ ユーザーに返すレスポンスを整形することができる

○ バックエンドで発生したエラーを整形して、

ユーザーに伝わるメッセージにした上で返却

● PostClient Flow
○ ユーザーにレスポンスを返した後に処理を実行できる

○ レスポンスタイムを増やさず処理ができる

○ COTOHA API では、ユーザーにレスポンスを返した後

料金検算用のログ出力を行う



料金計算

● コール数の集計

○ Apigee の内部変数でコール数情報を保持

○ 一定時間に一回 Pub/Sub にコール数情報を

流している

● コール数の制限

○ Apigee でコール数が一定値を超えないよう

に制限できる

○ COTOHA API ポータルサイトでは上限値設

定ができ、利用料金を制限できる
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05



まとめ

● 自然言語処理機能を簡単に組み込める COTOHA API のご紹介

● 1 億のリクエストを捌くために、

COTOHA API がどういう構成にしているか紹介した

● Apigee を使うことで多くの機能を容易に実装できる

ぜひ COTOHA API をご利用ください！



Thank you.


